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水位変動

ダムがない場合の
水位変動

最大流入量

ダムへの流入量

ダムからの放流量

［m3/s］

貯水池の水位
［m］

時間

時間

最大放流量

流
量

サーチャージ水位

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

常時満水位

次の洪水に備え、貯留
した水を下流へ放流

洪水を貯留

a）洪水ピーク流入量の合計

b）ピーク流入時のダム放流量

c）ダム下流に対する洪水低減量（a-b）

d）調節率（c/a×100）

※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。

約369千m3/s

約220千m3/s

約149千m3/s

約40%
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洪水時満水位（EL２０９．６ｍ） 流入量

放流量

貯水位

①五十嵐川左岸
　三条市諏訪（曲渕）

②刈谷田川左岸
　中之島町中之島

〈計算条件〉
湛水深・浸水面積：レベル湛水を仮定し、ダムによる洪水調節総量を

上乗せして算出
地盤高：各市町村の都市計画図（S=1/2,500）より、加重平均化して算

定

浸水面積（ha） 2,970 1,300 1,600 70

合計
破堤
地点①

破堤
地点②

破堤
地点③

浸水戸数（戸） 14,300 6,700 7,100 500

浸水面積（ha）

現況

ダム
なし

4,140 2,000 2,000 140

浸水戸数（戸） 16,000 8,100 7,200 700

●被害状況の比較

×破堤箇所
　　　H16.7.13出水での①～③地点破堤により浸水した区域（推定）
　　　 （※他にも越水または内水により浸水した区域があるか記入していない）

　　　H16.7.13出水でダムがなかった場合に拡大する浸水区域（推

③刈谷田川右岸
　見附市明晶町

笠堀ダム
（新潟県管理・S40 3完）

大谷ダム
（新潟県管理・H6 3完）

刈谷田川ダム
（新潟県管理・S56 3完）

①ダムへの最大流入時の
洪水調節効果約444m3/s

①約959万m3の洪水を
ダムへ貯めている。

②約363m3/sの洪水
調節効果
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約1.185m3/s

約722m3/s
流入量

放流量

貯水位

本来の操作
（ただし書き操

洪水調節量

本来の操作
開始水位172.6m

サーチャージ水位

緊急操作による効

10月20日 10月21日

7月13日 7月14日

刈谷田川

五
十
嵐
川

信
濃
川

　洪水時に上流からの河川流量をダムで調節し、下流の河川流量を低減させ洪水被害の軽減を図ります。

ダムによる洪水調節は、下流部の河川の改修効果とともに、洪水防御を行う極めて有効な治水対策です。

●ダムによる治水効果の発揮事例�

　平成16年7月13日新潟・福

島豪雨（信濃川水系笠堀ダム、

大谷ダム、刈谷田川ダム）

　今回の新潟・福島豪雨では

多くの被害が発生しましたが、

五十嵐川・刈谷田川では上流

のダム（大谷ダム・笠堀ダム・

刈 谷 田 川 ダ ム に よ り 約

2,038m
3
の洪水を貯留）が無け

れば、よりいっそう被害が拡

大していたと推定されます。

■ダム下流地点の水位

■ダムの洪水調節のしくみ

COLU M N  3

ダムがあるとかえって洪水が起こるのではないですか？

ダムがないと… ダムができれば…

大谷ダムの洪水調節

大野ダム　実績流入量・放流量

平成16年出水に伴う洪水調節における
ピークカット量（延べ933回）

ダムは、河川を流れる洪水の一部を貯留し下流

への洪水被害を軽減させる役目をもっています。

ただし、その能力を超える大きな洪水が流入した場

合にはダムへ流入する洪水をそのまま下流へ放流し

ます。しかし、この場合でも、流入する洪水以上の流

量を下流へ放流することはないので、ダムによって

洪水が起こることも、また、洪水被害が大きくなるこ

●平成16年におけるダムによる洪水調節

　国土交通省所管管理ダムにおける平成16年1月

から12月までの洪水調節回数は延べ933回（前年

は420回）を数え、ダム地点に流入した洪水量のう

ち約40％をダムに貯留し、下流の洪水被害を軽減

しました。

かさ   ぼり

たにおお かり    や     た    がわ

●ダムによる治水効果の発揮事例�

　平成16年10月20日台風23

号（由良川水系大野ダム）

　大野ダムの的確な操作が、

由良川沿川の国道に孤立し

た観光バスの人命救助に貢

献しました。

のおお
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洪水調節洪水調節



河川水

海水

河川水

海水

●水の流れが多いと

海流

●水の流れが少ないと

土砂が堆積する

海流

井戸 井戸

●正常な流量を維持することにより
�塩水遡上が防止されます。

●正常な流量が維持されていないと
　塩水が上流まで遡上します。

●正常な流量を維持する
　ことにより地下水位の
　維持が図られます。

●正常な流量が維持されて
　いないと地下水位に
　悪影響を及ぼします。

日吉ダムからの補給量

日吉ダム補給
の流量

（ダムの効果）

自流
（日吉ダムがなかった場合）

保津地点流量（ｍ3/ｓ）

25

20

15

10

5

0

6月16日　　　7月1日　　　7月16日　　7月31日　　　8月15日　　8月30日　　9月11日

日吉ダム補給状況

保津川下り
運行可能流量

約5日 約1日約1日 約2日 約9日 計：約18日
保津川下り
運休日数

　本来河川が持っている機能（舟運、漁業、観光、塩害防止、河口閉塞の防止、河川管理施設の保護、地下水

の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持、既得用水等の安定取水）を正常に維持するために、渇水時にお

いてもダムからの流水の補給を行い、これらの機能の維持を図ります。

●日吉ダムによる保津川への効果

　保津川下りは、平成6年には渇水により35日間の運休がありました。平成9年に日吉ダムが完成したこと

により、平成12年の渇水時には、ダムからの補給によって運休はありませんでした。

　日吉ダムがなかった場合の運休日数は約18日注1）と予想され、人数にして約20,000人の乗船客への影響

を回避することができました。

注1）運休日数は、保津地点における自流（日吉ダムがなかった場合）により推定しています。

塩害の防止

地下水位の維持

河口の閉塞の防止

動植物の保護 流水の清潔の保持

河川管理施設の保護

保津川下りの運行状況（平成12年9月7日）

日吉ダム補給状況（平成12年 保津地点）

既得かんがい用水等の確保
（筑後大堰、水資源機構）

舟運

漁業 観光

ひ　 よし
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流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持



57％ 32％
最近20ヶ年（S51～Ｈ7）の流
量データによるダム等の安
定供給能力

戦後最大の渇水が生じた平
成6年の流量データによる
ダム等の安定供給能力

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1

2

1

2

A

B

B

A A

B B BB

A

新規
需要量

流
量

河川流量
（自然流量）

流水の正常な機能を維持するために必要な流量

新規需要量

流水の正常な機能を維持するために必要なダム補給量

新規需要量を開発するために必要なダム補給量

　社会の発展に伴って増加する都市用水等を供給し、また、エネルギー需要に対応してクリーンエネルギ

ーである水力発電を行います。

　ダムによって、河川の流量が豊かな時には水を貯留し、必要な流量が不足している時には水を供給して、

年間を通して安定的に利用できる流量を増加させることで、新たな水資源の開発を行うことができます。

●都市用水（水道用水）

生活用水 水洗トイレ

●都市用水（工業用水）

工場 工業用水

●かんがい用水

取水施設 かんがい用水

プール 生活用水

COLU M N  4

水が余っているとよく聞きますが、なぜ渇水がおきるのですか？

国土庁（現国土交通省）より発表された「新しい全国

総合水資源計画（ウォータープラン21―いつでもい

つまでも瑞々しい国土を目指して―）（平成11年6月）」では、

少雨の発生等により、水資源開発施設が安定的に水供給を

行うための条件が変化していると指摘しています。

　例えば、木曽川水系のダムについて昭和51年～平成7年

の最近の20年間の流量データを基にダムの開発量を試算

してみると、計画開発水量の約6割程度の供給能力しかな

い結果となります。また、戦後最大規模の渇水があった平

成6年では、計画開発水量の3割程度の供給能力しか無いこ

とになります。このようにダム等による計画開発水量は、

計画立案時に想定した気象・流況が前提条件となっていま

すので、計画の水準を超えるような少雨の年にはダムが枯

渇し、ダムによって計画された量の水を安定的に供給する

ことはできません。
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都市用水、かんがい用水の開発および発電都市用水、かんがい用水の開発および発電



ダム

発電所

第二発電所

放水路トンネル

調整池

放水口

河川

取水口

水槽

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1956 60 65 70 75 80 85 90 95 98 99 2000 01 0302 年度

水力　　  火力　　  原子力　　  合計
※発電量は一般電気事業、卸電気事業、自家用発電の合計値である。
※自家用発電は1発電所最大出力500kw以上のものである。

出典：総務省統計研修所編「日本の統計2005」
「日本統計年鑑  平成17年」発電量（億kw）

野村ダム

須賀川ダム

山財ダム

宇和島市

八幡浜市

松山市

：時間給水実施市町村

渇水常襲地域を色で示します。

：減圧給水実施市町村

：取水制限対象市町村

：渇水を免れた地域
　（３ダムの水道用水供給市町村）

凡　例

矢木沢ダム

奈良俣ダム

渡良瀬
遊水地

利根川河口堰

下久保ダム

藤原ダム

川俣ダム

川治ダム

二瀬ダム

小河内ダム

神奈川県

千葉県

茨城県

栃木県

群馬県

東京都

埼玉県

多摩川

江
戸
川

鬼
怒
川

利根川

荒川

五十里ダム

相俣ダム

草木ダム

薗原ダム

貯水容量　常時満水容量　461,630千m3

（千m3）
400,000

0

300,000

200,000

100,000

６　月 ７　月 ９　月 10　月
20日間 17日間H6実績取水制限期間60日間

想定取水制限期間　97日間

夏期制限容量　343,490千m3

８ダム貯水容量　Ｈ６実績

奈良俣ダム
渡良瀬遊水地がない場合（想定）

10％取水制限開始
想定　７／２～

８　月

Ｈ６実績
10％取水制限
７／22～ Ｈ６実績

取水制限解除
９／19～

取水制限解除
想定　10／６

太平洋

平成6年少雨と奈良俣ダム、渡良瀬遊水地による効果利根川水系ダム等位置図

●ダム等による渇水時の効果事例

　平成6年は、4月から8月の降雨量が平年に比べ4割から7割程度の地域が多く、全国的な渇水となりまし

た。利根川水系においても例外ではなく、7月22日から取水制限を実施しました。

　もしも、奈良俣ダム（平成2年度完成）、渡良瀬遊水地（平成元年度概成）がなかった場合、さらに1カ月以

上の取水制限が行われ、市民生活への影響もさらに深刻なものになっていたと想定されます。

●発電

　水力発電は、CO2を発生させない地球環境にやさしいクリーンエネルギーです。

現在では、水力発電だけで、昭和30年代前半のわが国の総発電量に相当する電力を産出しています。

●愛媛県南予地域におけるダム整備の効果事例

　愛媛県の宇和島市、八幡浜市等の南予地域の海岸部は大きな河川を持たないため、毎年のように水不足

に悩まされ、とりわけ昭和42年の大渇水時にはほとんどの水道が断水または給水制限になったばかりで

はなく、主要農産物である柑橘類が枯死するなどの大被害を受けました。

　その後、野村ダム（昭和56年）、須賀川ダム（昭和51年）、山財ダム（昭和55年）が完成したことにより、平成

6年は昭和42年と同程度の降雨量であったにもかかわらず、被害が生じることはありませんでした。

■発電量の推移

●発電のしくみ

な　  ら　  また わた　ら　  せ

の　 むら さん　ざいす　  か　 がわ
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河川総合開発事業による
整備イメージ図5
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21 目で見るダム事業 2005 22目で見るダム事業 2005

重力式コンクリートダ ロックフィルダム

水利用高度化事業

堰

調節池

流況調整河川

アーチダム

生活貯水池

湖沼の開発

河口堰



A河川

導水

導水

B河川

↑
流
量

時
間
→

河
川
の
必
要
水
量

河
川
の
必
要
水
量

流量が豊富

河川の必要水量

流量が不足

堰堤

海水

河川水

海水

淡水域の確保

可
動
堰

河川水

塩害の防御

貯留
洪水時

渇水時

洪水時の流入

貯流した水を放流 ●正常流量の確保
●都市用水
●農業用水
●発電　　　　等

ピーク流量をカット
して下流に放流

護岸整備

湖岸堤整備

流出量の調節

　ダムによって洪水を一時的に貯留するための容量を確保し、洪水時のピーク流量をカットすることに

より、下流河川の洪水を防御します。また、河川水を貯留するための容量を確保し、この容量を使用して河

川流量が豊富な時には河川水を貯留し、流量が減少した時に放流することにより、下流河川の流量を一定

にして都市用水等の安定取水を可能にします。

　湖岸堤や堰の築造、護岸整備等により、湖沼の周辺地域や下流地域の洪水防御および湖沼からの流出量

を制御することによって新たな水資源開発を行います。

　複数の河川において、河川流量が豊富な河川から流量の少ない河川へ導水するなど各河川間の流況を

調整することにより、新規の水資源開発、不特定用水の補給などを行うとともに中小河川の内水排除など

の治水対策を行います。

　河口堰はダムと同じように河川水を貯留するための容量を確保して安定取水を可能にする場合と、海

水の遡上を防ぎ淡水域を生み出すことにより安定取水を可能にする場合があります。また洪水の流下に

必要な河積を確保します。

霞ヶ浦開発（水資源機構） 湖岸堤（霞ヶ浦開発、水資源機構）

温井ダム（中国地方整備局）

長良川河口堰（水資源機構）

ぬ　 くい

河口堰がない場合

河口堰がある場合

河
川
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合
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業
と
そ
の
治
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利
水
の
仕
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み

河
川
総
合
開
発
事
業
と
そ
の
治
水
・
利
水
の
仕
組
み

河川総合開発事業と
その治水・利水の仕組み6

ダムの役割ダムの役割

I
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多目的ダム建設事業多目的ダム建設事業

III 湖沼開発事業湖沼開発事業

IV 流況調整河川事業流況調整河川事業

II 河口堰等建設事業河口堰等建設事業

こ　   しょう

目で見るダム事業 2005



1.局地的な治水・利水対策により農山村等の生活環境向上を図る

 生活貯水池整備事業

2.治水対策と併せて宅地開発に伴う流出増対策を図る

 地域整備ダム事業

3.異常渇水時でも必要最小限の水の確保を図る

 渇水対策ダム事業

4.消流雪用水の供給により積雪地域の環境改善を図る

 雪対策ダム事業

5.流域全体の視点から河川環境の整備を図る

 水系環境整備事業� ダム湖活用環境整備事業

� ダム貯水池水質保全事業

� ダム水環境改善事業

 ダム湖活用整備事業� レクリエーション湖面整備ダム事

業

� レクリエーション多目的ダム事業

 水環境創造事業� ダム渓流魚道設置事業

� 清流フェニックス事業（酸性水対

策）

� 水環境対策ダム事業

6.ダムの歴史的価値の保全を図る

 歴史的ダム保全事業

7.ダム貯水池に堆積する土砂対策を行いダムの機能維持を図る

 ダム堆砂排除事業� 貯水池保全事業

� 特定ダム堆砂排除事業

� 災害復旧事業

8.ダム運用の見直しにより治水機能の向上と河川環境の改善を図る

 堰堤改良事業

9.ダムの利活用をさらに推進し、地域の活性化を図る

 地域に開かれたダム事業

事業名（施策名）

平成17年度事業実施中のダム

直　轄

建設 管理 建設 管理 建設 管理

水機構 補　助

ダムを建設し、洪水調整と水資源開発を行う。

下水処理水

下水処理場

水の流れ

水利用の流れ

浄水場
都市用水

河川浄化施設

河川維持用水

放流

再放流

取水

ダム

Ａダム
Ａダム

Ｂダム Ｂダム

【例えば……】
・Ｂダム下流では夏期に水量が不足し、渇水に
より川の水が全く流れなくなる状況が頻発。

・Ａダムは貯水容量が大きく流域面積が狭い
ため、いったん貯水位が下がるとなかなか回
復しない傾向がある。

【ダムの効果的運用】
容量が大きいＡダムと小さ
いＢダムとを導水路で連結
して水を融通することで、本
川の流況を改善する。

川らしい川が再生

Ｂダムの水が余っているとき、
Ａダムに水を蓄える

Ｂダムの水が足りない時、
Ａダムから送水

年間流入量：小

貯水容量：大

年間流入量：大

（ただし夏期は小）

貯水容量：小

夏場：流量不足

雪解時・多雨時：無効放流

流況改善

貯水率の改善渇水による
不安定取水

既得用水取得の安定化

魚にやさしい水環境

水が流れず川底が露出

渇水により死んだ魚たち

　河川総合開発事業では、広域的な治水や利水を目的として、ダム建設事業や河口堰等建設事業、湖沼開

発事業、流況調整河川事業等の建設事業と、これまで完成した施設等を適正に運用するための管理を実施

しています。

　また、各地域からの多様なニーズに応えるため、一般的な事業の枠組みに下表に示すような内容をあわ

せ、さまざまな特徴をもつ事業を展開しています。

　平成17年度から堰堤改良事業と水系環境整備事業が創設されました。

　渇水時に下水処理水を高度処理して、河川の維持流量として再放流することによって、新規の水資源開

発および河川の水質改善を行います。

　小流域で流入量が少なく容量の大きいダムと大流域で流入量が大きく容量の小さいダムを連絡水路で

連結することにより、連絡水路を通じて無効放流を他のダムに貯留します。これより渇水時の河川流量の

確保および河川環境改善の観点から、既存ダムを有効に活用することによって早期に水資源開発を行う

ことが可能となります。

河
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業
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様
な
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る
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川
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開
発
事
業
の
概
要

多様なニーズに応える
河川総合開発事業の概要7

多様な施設ダムの役割
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V 水利用高度化事業

目で見るダム事業 2005

水利用高度化事業

VI ダム群連携事業ダム群連携事業




